
 

    

 

2022 年 12 月 22 日 

－取引先の SDGs/ESG への取組みを後押し－ 

「ポジティブ・インパクト・ファイナンス」第 1 号案件の取組みについて 

西日本シティ銀行（頭取  村上  英之）は、エムスタイルジャパン株式会社（代表取締役      

稲冨  幹也）と「ポジティブ・インパクト・ファイナンス」（以下「PIF」）の契約を締結      

しましたので、お知らせします。 

PIF とは、お客さまの企業活動が環境・社会・経済に与える影響を包括的に分析し、特定   

されたポジティブインパクト（プラスの貢献）の向上と、ネガティブインパクト（マイナスの

影響）の緩和・低減に向けて、KPI※を設定し、金融機関がモニタリングしながら KPI 達成に  

向けて支援する融資です。 

当行は、地域金融機関として、SDGs/ESG に取組む企業を支援することで、持続可能な社会

の実現に貢献してまいります。 

※ KPI とは、Key Performance Indicator の略で目標を達成する上で、その達成度合いを計測・モニタリング

するための定量的な指標のことです。 

記 

１．PIF の契約内容 

２．設定した KPI（詳細は別紙「評価書」をご参照ください） 

環境面の KPI 

・2029 年までに 42,810 本の植樹を行う。 

・2023 年中に製品パッケージのシュリンク（商品をビニール素材の   

フィルムで圧着包装すること）の使用をゼロとする。 

社会面の KPI 
・2023 年までに 6 件の共同研究の実施を目指し、2029 年までに大学など

の研究機関と累積 18 件の共同研究を実施する。 

経済面の KPI 

・Instagram のグローバルアカウントを作成し、2029 年までにフォロワー

数 11,391 人を達成する。 

・2029 年までに、海外市場の売上高 13.9 億円を達成する。 

（注）当行は KPI のモニタリングを通じ、KPI 達成にむけて各種支援を行います。 

３．企業の概要 

会 社 名 エムスタイルジャパン株式会社 

所 在 地 福岡県福岡市中央区今泉 1 丁目 20－2 

設 立 2010 年 2 月 

業 種 食料品製造業、化学品および化学製品製造業 

特 長 

当社は 100%天然のアナツバメの巣を原料とした健康食品や化粧品を製造・ 

販売する事業者として、植樹活動、廃棄物削減、産学連携などに積極的に   

取り組むことで、環境・社会・経済にプラスの影響を及ぼす事業活動を行って

います。 

以 上 

契 約 日 2022 年 12 月 22 日 

融 資 額 100 百万円 

期 間 7 年 

資 金 使 途 運転資金 

本件に関するお問い合わせ先 

法人ソリューション部 髙橋・山下 TEL092-476-2741 
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別　紙
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（公財)九州経済調査協会は、㈱西日本シティ銀行が、エムスタイルジャパン㈱（以下、エムスタイ

ルジャパン）に対してポジティブ・インパクト・ファイナンスを実施するに当たって、エムスタイルジャ

パンの企業活動が、環境・社会・経済に及ぼすインパクト（ポジティブな影響およびネガティブな影

響）を分析・評価した。 

分析・評価に当たっては、㈱日本格付研究所の協力を得て、国連環境計画金融イニシアティブ

（UNEP FI）が提唱した「ポジティブ・インパクト金融原則」および ESG 金融ハイレベル・パネル設置

要綱第2項（4）に基づき設置されたポジティブインパクトファイナンスタスクフォースがまとめた「イン

パクトファイナンスの基本的考え方」に則った上で、中小企業1に対するファイナンスに適用している。 

 

＜要約＞ 
エムスタイルジャパンは、100％天然の「アナツバメの巣」を原料とした健康・美容食品、美容・コ

スメ（化粧品）、ペット向け健康食品の企画開発・販売をしている事業者である。福岡市に本社を置

き、2010年に創業した。 

同社では、事業展開にあたり、３つの点を大切にしている。 

１つ目は、商品の原材料となるアナツバメの巣が100%天然であること。アナツバメの巣は

100％マレーシア政府の管理下にある自然の洞窟で採取したものを使用し、街中の建物などを利

用して行う養殖のアナツバメの巣を一切使用していない。 

２つ目に、アナツバメの生息する環境・生態系を守ることに注力している。もともと、アナツバメ

は一度子育てで使った巣を、再び使う習性はないため、巣を採取すること自体に自然環境への負

荷はなく、持続可能な自然の循環のなかで行われている。だが、アナツバメを取り巻く環境や生態

系が損なわれてしまえば、調達可能な資源量が減少し、事業の根幹を揺るがしかねない。そこで、

設立当初より、マレーシアの熱帯雨林の環境や生態系の保全活動のために、売上の一部の寄付を

行ってきた。また、植樹活動なども積極的に行っている。 

３つ目は、エビデンスに基づいてアナツバメの巣に含まれる成分の効能（主にシアル酸）を明らか

にすることである。アナツバメの巣は、これまで国内外で行われてきた研究により、免疫力の向上

や脳の発達、肌や傷の修復、育毛などへ効果があることはわかってきているものの、未知の部分も

多かった。そのため、同社では社内に2017年に「ツバメの巣研究所」を設立したことに加え、大学

など研究機関との共同研究に積極的に取り組み、その未知なる効能を明らかにしようとしている。 

エムスタイルジャパンのサステナビリティ活動などを分析した結果、ポジティブ面では「食糧」、

「健康・衛生」、「教育」、「雇用」、「文化・伝統」、「包摂的で健全な経済」、「経済収束」を、ネガティブ・

インパクトとして「健康・衛生」、「雇用」、「水（質）」、「大気」、「資源効率・安全性」、「気候」、「廃棄物」を

特定し、そのうち、環境・社会・経済に対して一定の影響が想定され、エムスタイルジャパンの経営の持

続可能性を高める４つの領域について、KPIが設定された。 

 
今回実施予定の「ポジティブ・インパクト・ファイナンス」の概要 

金額 100,000,000円 

資金使途 運転資金 

モニタリング期間 7年0カ月 

 

  

 
1 IFC（国際金融公社）または中小企業基本法の定義する中小企業、会社法の定義する大会社以外の企業 
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企業概要 

企業名 エムスタイルジャパン株式会社 

所在地 
〒810-0021 福岡県福岡市中央区今泉１丁目２０−２  

天神MENTビル 9階 

従業員数 45名  

資本金 1, 000万円 

業種 

食料品製造業（アナツバメの健康・美容食品、ペット向け健康食品）、

化学品および化学製品製造業（健康・美容コスメ）  

※産業格付は国際標準産業分類(ISIC)による 

事業内容 

100%天然アナツバメの巣を使用した健康食品、美容コスメの企画

開発・販売。インターネットカタログによる通信販売 

天然ツバメの巣を原料に使った新商品の開発、およびマーケティング 

沿革 

2010年 エムスタイルジャパン株式会社 設立 

2011年 BI-SU 16 開発・商品化 

2014年 BI-SU 主力商品 ゼリースティック開発・商品化 

2016年 新ブランドMIRANEST開発・商品化（ペット向け事業） 

2017年 自社内に「ツバメの巣研究所」設立 

2021年 小雪さんがブランドアンバサダーに就任 

       九州大学との共同研究開始 

2022年 海外展開（中国、台湾、シンガポール、アメリカ） 
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事業概要 
事業概況 

【事業の特長】 

エムスタイルジャパンは、100％天然の「アナツバメの巣」を原料とした健康・美容食品、美容・コ

スメ（化粧品）、ペット向け健康食品の企画開発・販売をしている事業者である。福岡市に本社を置

き、2010年に創業された。現在の売上の９割程度が、主軸事業であるBI-SUブランドシリーズの

健康・美容食品の販売である。なかでも、スティック状のBI-SUエキスゼリースティックが現在の主

力商品である。 

 
▼同社の健康・美容食品「BI-SU」シリーズの商品 

 
 

加えて、同じく100％天然のアナツバメの巣を使った美容・コスメ（化粧品）、およびペット向けの

健康食品ブランド「MIRANEST」を展開している。「MIRANEST」は、2022年に分社した

MIRANEST㈱にて企画開発、販売をしている。「MIRANEST」は、人間向け健康食品「BI-SU」

ブランドの効用と同じく、ペットの肌荒れや毛並みの改善が期待できるペット用栄養補助食品を揃

えている。 

 
▼美容・コスメ（化粧品）「BI-SU」シリーズ     ▼ペットフードブランド「MIRANEST」 

  

 

 

 

 

 

【アナツバメの巣を活用した事業構想までの経緯】 

同社の代表取締役社長である稲冨氏は、19歳のときに建設業の会社を起業した。当時は、家族

を楽にさせたい、稼ぎたいという気持ちが強く、その後、建設業だけでなく飲食業などへ多角的に

事業展開した。22歳のときには事業が軌道に乗り、26歳のころには収入も増え、いわゆる青年実

業家のようになっていた。しかしながら当時、自身が「稼ぎ」を大きくしたいと思うあまり、「夢」を

追いかけられておらず、満足できていないことに気が付いた。 

そこで、26歳のときに、①世界に打って出られるもの、②誰もやっていないこと、この２つの条

件をかなえるもので、勝負をしたいと考えるようになった。しかしながら、何をすれば見つかるのか

もわからず、世界中を旅していた36歳のときに、マレーシアでアナツバメの巣で病気を治す人と出

会う。 

この出会いを受け、稲冨氏自らが調べたところ、アナツバメの巣は、長年の歴史に裏打ちされた

効能が知られているものの、ほぼ中華圏以外では食されておらず、世界に打って出られる可能性

を秘めており、かつ、アナツバメの巣がまったくブランド化されていないことを知ることになった。

その点は、まさしく、稲冨氏が26歳のときに自らに課した２つの条件を満たすものであり、「アナツ

バメの巣」をライフワークにしたいと考えるようになる。 

しかしながら、稲冨氏は実態を知るにつれて、アナツバメの巣が高額で取引されるがゆえに、密
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猟・乱獲が横行していること、また人工的な建物にアナツバメを呼び込んで作られた養殖もの2や、

さらには化学薬品などが混ぜ込まれた偽物が多く流通している実態があることも知る。 

 

【原材料の調達】 

そこで、100％天然の巣のみを原材料として利用することを目的に、稲冨氏自ら、現地と関係を

構築し、マレーシアのボルネオ島にある洞窟での巣の採集現場に赴く許可を受けた。その場所は、

ボルネオ島の空港から陸路で２～３時間移動したのち、徒歩で何キロも熱帯雨林や山を越えた先に

ある。その洞窟は、マレーシア政府が厳重に、入場時期や出入りする人間を管理している。マレーシ

ア政府から公認を得た形で、定められた時期に毎年、採取に立ち入り原材料を調達している。 

アナツバメは、一度子育てに使った巣を、二度と使わない習性がある。そのため、使い終わった

天然の巣を採取することは、環境に負の影響を及ぼすものではない。 

 

【商品の開発】 

天然の原材料を入手できるようになったことから、同社で商品づくりに着手した。まるごとアナ

ツバメの巣を瓶詰した「BI-SU16」を最初に商品化したものの、販売量は限定的であったため、研

究開発を続け、2014年にアナツバメの巣をまるごとエキス化して高濃度で抽出できる技術を確

立した。これによりスティック状の「BI-SUエキスゼリースティック」など様々な製品へ展開でき、併

せて事業規模も拡大。その後、2016年にはペット向け健康食品ブランド「MIRANEST」も商品化

している。 

 

【今後の展望】 

同社では、2010年の設立以降、日本市場で展開してきたが、2022年1月に中国、4月にアメリ

カ、5月に台湾、シンガポールに進出するなど、海外への事業展開を積極的に推し進めている。今後

まずは、アメリカ市場で越境EC販売にて事業展開し、「ツバメの巣を食べる」文化を、中華圏だけで

なく世界に広げていきたいと考えている。 

 

  

 
2 養殖の巣は、人里に建てられた人工的な建物（バードハウス）に誘い込まれたツバメが巣をつくったもので、自然の洞

窟で作られた天然の巣と比べて、栄養成分の含有量が少ないといわれている。 
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経営理念 

エムスタイルジャパンは、「天然アナツバメの巣を通して世の中の人々に貢献し、幸せにする」こと

を目指し、３つの“お約束”（下図）を掲げている。 

１つ目は、商品の原材料となる「アナツバメの巣」が本物であること。この点については前述した

通りである。 

２つ目は、アナツバメの生息する環境・生態系の保全である。アナツバメの巣は、ツバメの唾液で

作られる。前述のとおり、アナツバメは一度子育てで使った巣を、再び使う習性はないため、巣を

採取すること自体は、自然の循環のなかで行われている。ただし、アナツバメを取り巻く環境や生

態系が損なわれてしまうと、アナツバメの巣自体の特性やその資源量自体にも変化が出てしまう可

能性がある。そのため設立当初より、マレーシアのジャングルの自然や生態系の保全のために、売

上の一部の寄付を行ってきた。 

３つ目に、エビデンスに基づいた、アナツバメの巣に含まれる成分の効能の解明である。アナツバ

メの巣にはローヤルゼリーの約200倍もの「シアル酸」が含まれていることが分かっているが、未

知の部分も多い。こうした未知の効能を解明することで、エビデンスに裏付けられた商品力の強化

を図り、その普及を通じて人々の健康（＝幸せ）を生み出すことを目指している。 

 

 
資料）エムスタイルジャパン HP資料  
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1. 業界動向 
本項では、エムスタイルジャパンが事業として取り組む健康食品、化粧品、ペットフードの業界に

ついての業界動向をまとめた。 
 

【健康食品業界の動向】 

日本では健康食品という法律上の区分はなく、国が定めた安全性や有効性に関する基準などを

満たした「保健機能食品制度」の分類として「特定保健用食品（いわゆる特保）」「栄養機能食品」「機

能性表示食品」 などがある。 

1991年の特定保健用食品（特保）認定制度の開始により、健康食品分野への大手食品や飲料メ

ーカーの参加が相次いだ。その後、2015年の機能性表示食品制度が始まり、中小企業からの参画

も増えている。消費者庁の審査を経て特保の許可を取得するためには、研究開発に相応の費用と

期間を要することから、大手メーカーに加え、化粧品メーカーなど異業種からの参入もみられるよ

うになった。 

㈱矢野経済研究所の調査(2022年3月)によると、国内の健康食品の市場規模は、2020年度

が8,659億9,000万円（メーカー出荷金額ベース・前年度比0.4％増）となっており、2021年度

も20年度比2.5%増の8,880億3,000万円と見込まれている。 

健康食品の市場が近年、拡大傾向にある背景には、個人や企業による「健康」に対する注目度の

高まりが挙げられる。個人の「食の志向」について調査した2022年の日本政策金融公庫の報告書

によると、「健康志向」を選んだ人は42.1％と最も高く、次いで「経済性志向」（36.1％）、「簡便化

志向」（33.8％）となっている。 

また、矢野経済研究所の前述の調査では、新型コロナウイルス感染症拡大の影響によって、消費

者の健康・免疫に対する関心の高まりがあることに加え、巣ごもり需要から、通信販売を中心に市

場が拡大したこと、コロナ禍における新たな生活様式のなかで、在宅時間の増加や運動不足による

肥満の増加、膝や筋肉などの衰えへの不安、睡眠・ストレスの増加といった、健康面の不安への対

応策として、機能性表示食品を中心とした需要が見られ、市場拡大に繋がる見込みであるとしてい

る。 
 

▼現在の食の志向（複数回答、上位2位） 

 
 
資料）日本政策金融公庫『消費者動向調査』（2022年7月時点調査） 




